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今月の主な内容 今月の表紙
　紀美野町長選挙において無投票で４選を果た
した寺本光嘉氏が１月24日、町民や町職員らが
出迎え初登庁。寺本町政４期目がスタートしま
した。（花束を受け取る寺本町長）

【２面に関連記事】

3



2018.3 2

春
寒
次
第
に
緩
み
、
一
雨
ご
と
に
春
の
息
吹
が
立
ち
込
め
て
ま
い

り
ま
し
た
。
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
て
、
私
事
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
度
の
紀
美
野
町
長
選
挙

に
お
き
ま
し
て
、
無
投
票
で
当
選
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
引
き

続
き
町
政
の
重
責
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
４
期
目
に

か
け
る
決
意
を
新
た
に
し
た
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
18
年
１
月
の
合
併
以
来
今
日
ま
で
３
期
12
年
間
、
皆
さ
ま
に

ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら
紀
美
野
町
の
町
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
。
４
期
目
に
お
き
ま
し
て
も
、
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
期
待
と

信
頼
に
お
応
え
し
、『
自
然
を
活
か
し
た
夢
と
活
気
の
あ
る
町
づ
く

り
』
の
実
現
に
向
か
っ
て
、
渾
身
の
努
力
を
い
た
す
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。

紀
美
野
町
の
大
動
脈
で
あ
る
国
道
３
７
０
号
並
び
に
生
石
高
原
へ

の
ア
ク
セ
ス
道
路
で
あ
る
県
道
野
上
清
水
線
の
一
日
も
早
い
完
成

や
、
紀
美
野
町
の
自
然
を
活
か
し
た
観
光
施
策
、
定
住
促
進
や
地
域

お
こ
し
、
ま
た
、
小
中
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
や
子
育
て
支
援
に
も
積

極
的
に
取
り
組
み
、
町
の
活
性
化
を
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

昨
年
は
大
雨
と
台
風
に
よ
り
水
道
水
が
供
給
で
き
な
く
な
り
、
た

く
さ
ん
の
町
民
の
皆
さ
ま
に
ご
不
便
と
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
を
教
訓
と
し
て
徹
底
し
た
対
策
を
行
い
、
ま
た
、
あ

ら
ゆ
る
災
害
に
備
え
、
自
主
防
災
組
織
な
ど
の
防
災
体
制
を
充
実
強

化
し
、
安
全
・
安
心
の
町
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

地
方
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
変
厳
し
い
も
の
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、

町
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
紀
美
野
町
の
活
性
化
に
誠
心
誠
意
努
め
て

参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ど
う
か
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
指
導

と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
あ
い
さ
つ

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「風力発電事業」住民説明会の開催について
環境影響評価法に基づく「（仮称）海南・紀美野風力発電事業／（仮称）紀の川風力発電事業」計画の方法書が作

成され、町内の各公共施設で3月16日（金）まで縦覧が行われています。この方法書について、事業者による住民説
明会が次のとおり開催されます。

どなたでも参加できますので、関心のある方はご参加ください。

開催日時 会　　場
3月2日（金）19時～ 紀美野町文化センター
3月9日（金）19時～ 総合福祉センター

■問い合わせ
合同会社NWE-03インベストメント／
合同会社NWE-09インベストメント
℡ ０３ ‐ ６４５２ ‐ ９４１０　

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

『
自
然
を
活
か
し
た

夢
と
活
気
の
あ
る
町
』

を
め
ざ
し
て

紀美野町長
寺本 光嘉

紀の海クリーンセンターの運営状況等について
●紀の海クリーンセンターは、紀の川市、海南市、紀美野町の３市町の広域で構成する組合で運営するごみ処理施設です。平成28年度の決算状況やごみの処理量

又排ガス等の状況を報告します。排ガス等は自主基準を守り運転しています。今後も地域の皆様の「安心、安全な暮らしづくり」を目指し、運営してまいります。

●平成28年度の決算の状況 歳入 （千円） （%）
負担金（構成市町） 912,767 79.87
手数料（持込ごみ） 76,185 6.67
繰越金 47,471 4.15 
諸収入 106,461 9.32
歳入計 1,142,884

歳出 （千円） （%）
議会費 409 0.04
総務管理費 89,786 8.43
管理運営費 698,069 65.56
整備費 276,559 25.97
予備費 0 0.00
歳出計 1,064,823

（諸収入の内訳）
売電収入　　　　88,098
資源品売却料　　14,898
その他雑入　　　 3,465
※持込ごみの手数料やリサイクル資源品の売却料は、構成市町からの割合に応じて、

構成市町へ返却しています。

●ごみ焼却量と排ガス等　（平成29年）

●ダイオキシンの状況（平成29年） （単位：TEQ/㎥ N）

1系焼却炉 2系焼却炉 自主基準 国基準最大値 平均値 最大値 平均値
ごみ焼却量（ｔ） 2,033.63 1,460.09 2,103.12 1,427.34
ばいじん（g/㎥Ｎ） 0.0004 0.0001 0.0009 0.0001 0.01 0.08
硫黄酸化物（ppm） 18.9 3.9 15.1 3.3 20 4,100
塩化水素（ppm) 39.9 19.3 39.5 18.8 50 430
窒素酸化物（ppm） 45.7 15.2 39.6 14.6 50 250
一酸化炭素（ppm) 23.1 0.6 29.0 0.7 30 100

測定日 1月18日 4月11日 7月25日 10月26日 自主基準 国基準
１系焼却炉 0.000054 0.000110 0.000110 0.000042 0.05 0.1２系焼却炉 0.000024 0.000060 0.000052 0.000030

■問い合わせ  紀の海クリーンセンター（紀の海広域施設組合）
　℡ ０７３６ ‐ ６６ ‐ １８１３  　ホームページ　http://kinoumi-kouiki.jp/
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ど
勉
強
に
な
っ
た
」「
高
齢
者
が
多
い
地

域
な
の
で
、
地
域
全
体
で
見
守
っ
て
い
き

た
い
」
な
ど
の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

夜
間
の
講
座
で
し
た
が
、
皆
さ
ん
熱
心
に

耳
を
傾
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
両
機
関

は
、
高
齢
者
な
ど
が
行
方
不
明
に
な
っ
た

際
の
見
守
り
協
力
機
関
と
し
て
も
ご
協
力

い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
講
座
は
小
学
生
か
ら
高
齢
者
ま
で

多
く
の
方
が
受
講
さ
れ
て
い
ま
す
。
費
用

は
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

平
成
29
年
９
月
に
紀
美
野
町
内
郵
便
局

職
員
、
平
成
30
年
１
月
に
な
が
み
ね
農
協

野
上
支
店
職
員
を
対
象
に
、
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

認
知
症
と
い
う
病
気
や
認
知
症
の
人
へ
の

接
し
方
に
つ
い
て
、
講
話
と
寸
劇
で
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
き
、
講
座
終
了
時
に
は

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
証
で
あ
る
オ
レ
ン

ジ
リ
ン
グ
を
お
渡
し
し
ま
し
た
。
受
講
者

か
ら
は
、「
認
知
症
と
い
っ
て
も
色
々
な

種
類
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
」「
認
知
症

に
か
か
わ
ら
ず
、
優
し
い
ゆ
っ
く
り
と
し

た
口
調
で
接
し
た
い
と
改
め
て
思
っ
た
」

「
家
族
も
認
知
症
な
の
で
対
応
の
仕
方
な

認知症初期集中支援チームができました
早期の相談や受診につながりにくい傾向のある認知症に対し、初期に集中的な支援をすることで適切な医

療やサービスなどにつなぎ、急激な症状の悪化を防ぐことを目的に、「認知症初期集中支援チーム」を設置
しました。

訪問して様子をお聞きし、必要な専門病院を紹介したり、介護・生活支援サービスなどを受ける
ためのお手伝いをします。

物忘れがひどくなった、怒りっぽくなった、外出を嫌がるようになったなど、普段と様子がちが
うなと思ったら気軽にご相談ください。医療や介護サービスを中断している方や、サービスを受け
ていても症状が顕著にみられ対応に苦慮している場合も対象となります。相談は無料です。

早期相談・早期診断のメリット
・認知症の原因に合わせた治療を早くから始めることで症状を軽くしたり、進行を遅らせることが期待

できます。また認知症のようにみえて別の病気が潜んでいることもあります。
・記憶や意思が明確なうちに病気を知ることで、本人が将来のことをゆっくり考え、家族や周囲に伝え

ておくことができます。
・適切な治療や介護、環境によってよい状態が維持できれば、家族も落ち着いた生活を送ることができ

ます。

紀美野町地域包括支援センター（保健福祉課内）にご連絡ください。ご家族、地域の方など、ご
本人の様子を知る方ならどなたでも可能です。

■問い合わせ　保健福祉課　℡ ０７３ ‐ ４８９ ‐ ９９６０

なにをしてくれるの？

利用するにはどうすればいいの？

紀
美
野
町
内
郵
便
局
、
な
が
み
ね

農
協
野
上
支
店
の
皆
さ
ん
が
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
り
ま
し
た

認知症サポーター養成講座の受講の様子

認知症の方との接し方体験の様子
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で
獅
子
舞

備
品
を
購
入
し
ま
し
た

（
平
成
29
年
度
活
用
報
告
）

み
ん
な
で
守
ろ
う
！
貴
重
な
文
化
財

町
内
の
２
神
社
で
防
火
訓
練
を
実
施

生
石
高
原
山
焼
き
の
お
知
ら
せ

嚥
下
食
（
え
ん
げ
し
ょ
く
）

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
は

宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
、

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
充
実
・
強

化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
社
会
の
健

全
な
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
に
寄
与
す

る
た
め
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
宝
く
じ
助
成
金

を
活
用
し
、
野
上
八
幡
宮
獅
子
舞
備
品
を

購
入
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
に

よ
っ
て
伝
統
芸

能
を
継
承
し
、

世
代
間
交
流
の

大
切
さ
や
人
と

人
と
の
つ
な
が

り
を
育
む
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま

す
。

１
月
26
日
に
第
64
回
文
化
財
防
火
デ
ー

に
あ
わ
せ
て
、
町
内
の
野
上
八
幡
宮
（
小

畑
）、
十
三
神
社
（
野
中
）
の
２
神
社
で

防
火
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
両
神
社
と

も
本
殿
な
ど
が
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
お
り
、
宮
司
さ
ん
も
真
剣
な
面
持

ち
で
訓
練
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
雪
が
ち
ら
つ
く
寒
い
日
で
し

た
が
、
境
内
か
ら
出
火
し
た
と
い
う
想
定

で
、
消
防
署
へ
の
通
報
、
消
火
器
に
よ
る

初
期
消
火
、放
水
銃
に
よ
る
放
水
訓
練
と
、

消
防
署
員
・
地
元
の
消
防
団
員
・
神
社
の

関
係
者
ら
の
協
力
の
も
と
迅
速
か
つ
的
確

な
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
野
上

八
幡
宮
で
は
、
消
防
車
２
台
が
出
動
し
、

よ
り
実
践
に
近
い
形
で
の
訓
練
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

春
の
風
物
詩
、
生
石
高
原
山
焼
き
を
次

の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。
笠
石
周
辺
に
観

覧
席
を
設
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま

是
非
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

３
月
11
日
（
日
）

　
　
　

８
時
30
分
～
12
時
30
分
（
予
定
）

　

悪
天
候
の
場
合
３
月
18
日（
日
）に
延
期

■
場
所　

生
石
高
原
笠
石
付
近
を
中
心
と

す
る
ス
ス
キ
草
原
区
域

■
行
事
内
容

　

開
会
式
…
８
時
30
分

（
開
会
・
来
賓
の
挨
拶
）

　

点
火
式
…
８
時
50
分
～
９
時

（
太
鼓
演
奏
・
点
火
）

　

山
焼
き
…
９
時
～
12
時

（
ス
ス
キ
草
原
約
９
３
，１
４
０
㎡
）

■
実
施
団
体

　

主
催
：
生
石
高
原
観
光
協
会
・
紀
美
野

町
・
有
田
川
町

　

後
援
：
和
歌
山
県

　

協
力
：
紀
美
野
町
小
川
地
区
・
有
田
川

町
生
石
区
・
紀
美
野
町
消
防
団
・

有
田
川
町
消
防
団
・
山
の
家
お

い
し

■
問
い
合
わ
せ　

産
業
課　

　

℡ 
０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
０
１

（
直
通
）

当
院
栄
養
課
で
は
、
普
通
食
が
食
べ
づ

ら
く
な
っ
た
患
者
さ
ま
に
、
嚥
下
食
（
え

ん
げ
し
ょ
く
）
と
い
う
食
事
を
提
供
し
て

い
ま
す
。
嚥
下
食
と
は
、
調
理
し
た
食
材

を
ミ
キ
サ
ー
に
か
け
、ゲ
ル
化
剤（
ゼ
リ
ー

状
に
固
め
る
食
材
）
を
入
れ
、
魚
で
あ
れ

ば
魚
の
形
に
固
め
た
ゼ
リ
ー
状
の
食
事
の

こ
と
を
い
い
ま
す
。
普
通
食
と
同
じ
よ
う

に
、
季
節
の
行
事
に
合
わ
せ
た
食
事
の
提

供
を
心
が
け
、
献
立
作
成
・
調
理
を
行
っ

て
い
ま
す
。

今
回
、ご
紹
介
す
る
『
田
舎
巻
き
寿
司
』

は
、
た
く
あ
ん
・
ご
ぼ
う
・
卵
焼
き
な
ど

を
ゼ
リ
ー
状
に
し
、
酢
を
混
ぜ
た
お
粥
ゼ

リ
ー
と
焼
き
海
苔
ゼ
リ
ー
で
巻
い
た
、
当

院
自
慢
の
１
品
に
な
り
ま
す
。
見
た
目
か

ら
も
、
も
ち
ろ
ん
食
べ
て
も
美
味
し
く
感

じ
ら
れ
、
節
分
の
日
に
食
べ
て
い
た
だ
い

た
入
院
患
者
さ
ま
か
ら
も
ご
好
評
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ

　

国
保
野
上
厚
生
総
合
病
院　

栄
養
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
２
１
０
８

（
代
表
）
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お
知
ら
せ
・
募
集

■
業
務
内
容　

地
域
サ
ロ
ン
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
業
務
・
サ
ロ
ン
運
営
業
務 

・

高
齢
者
見
守
り
事
業

■
募
集
人
員　

１
人

■
雇
用
期
間　

平
成
30
年
４
月
２
日（
月
）

　

～
９
月
28
日
（
金
）

　

※
但
し
、更
新
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
賃
金　

日
額
９
，３
０
０
円
（
昇
給
・

賞
与
・
退
職
金
及
び
通
勤
手
当
な
し
）

■
勤
務
時
間　

原
則
と
し
て
月
～
金
曜
日

　
　
　
　
　
　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

（
休
憩
時
間
１
時
間
含
む
）

■
応
募
資
格

・
看
護
師
免
許
（
正
看
護
師
・
准
看
護
師

問
い
ま
せ
ん
）

・
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
お
持
ち
の
方

（
Ａ
Ｔ
の
み
可
）

・
パ
ソ
コ
ン
の
操
作
（
エ
ク
セ
ル
・
ワ
ー

ド
な
ど
）
が
で
き
る
方

■
加
入
保
険

　

健
康
保
険
、
厚
生
年
金
保
険
、
雇
用
保

険
■
災
害
補
償　

和
歌
山
県
市
町
村
総
合
事

　
　
　
　
　
　

務
組
合
規
約
に
よ
る

■
選
考
方
法　

面
接
試
験

■
試
験
日
時　

３
月
下
旬

　
（
応
募
者
に
は
追
っ
て
通
知
し
ま
す
。）

■
試
験
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
申
込
方
法
及
び
応
募
締
切

・
自
力
に
よ
る
通
勤(

家
族
等
に
よ
る
送

迎
を
含
む
。)

が
可
能
で
、
か
つ
、
介

護
者
な
し
に
原
則
１
日
６
時
間
以
上
で

週
５
日
間
、
計
週
30
時
間
以
上
の
職
務

の
遂
行
が
可
能
で
あ
る
こ
と

・
活
字
に
よ
る
文
書
の
読
み
書
き
に
対
応

で
き
る
こ
と

・
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
的
な
入
力
処
理
が
可

能
で
あ
る
こ
と

■
加
入
保
険

　

健
康
保
険
、
厚
生
年
金
保
険
、
雇
用
保

険
■
災
害
補
償　

和
歌
山
県
市
町
村
総
合
事

　
　
　
　
　
　

務
組
合
規
約
に
よ
る  

■
選
考
方
法　

面
接
試
験

■
試
験
日
時　

４
月
５
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　

10
時
よ
り

■
試
験
場
所　

紀
美
野
町
役
場
本
庁

　
　
　
　
　
　

２
階
２
Ｃ
会
議
室

■
申
込
方
法
及
び
応
募
締
切

　

３
月
23
日
（
金
）
17
時
（
必
着
）

　

申
し
込
み
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
役
場

総
務
課
・
美
里
支
所
住
民
室
・
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
て
い
る
募
集
案

内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み　

　

総
務
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
１
２

　

〒
６
４
０
‐
１
１
９
２

　

紀
美
野
町
動
木
２
８
７
番
地

交
通
指
導
員
を
募
集
し
ま
す
！

サ
ロ
ン
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
募
集

　

３
月
16
日
（
金
）
17
時
（
必
着
）

　
（
持
参
の
場
合
は
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

　

履
歴
書
、
運
転
免
許
書
の
写
し
、
看
護

師
免
許
の
写
し
を
持
参
、
も
し
く
は
郵

送
に
よ
り
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み　

　

保
健
福
祉
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

　

〒
６
４
０
‐
１
１
２
１

　

紀
美
野
町
下
佐
々
１
４
０
８
番
地
４

■
業
務
内
容　

事
務
補
助
全
般

　
（
郵
便
物
の
発
送
、
書
類
の
印
刷
、
配

布
物
の
仕
分
け
、
パ
ソ
コ
ン
で
の
入
力

処
理
等
）

■
募
集
人
員　

３
人
程
度

■
雇
用
期
間　

平
成
30
年
５
月
１
日（
火
）

～
10
月
30
日
（
火
）

　

※
但
し
、更
新
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
賃
金　

時
給　

８
０
０
円
（
昇
給
・
賞

与
・
退
職
金
及
び
通
勤
手
当
な
し
）

■
勤
務
時
間　

原
則
と
し
て
月
～
金
曜
日

　

８
時
30
分
～
17
時
15
分
の
間
で
１
日
６

時
間
以
上
（
休
憩
１
時
間
を
除
く
） 

■
応
募
資
格

・
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
ま
た
は

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
い
ず
れ

か
の
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
こ
と

交
通
指
導
員
は
、
子
ど
も
た
ち
や
高
齢

者
に
交
通
指
導
や
交
通
安
全
教
育
・
啓
発

な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
主
な
活
動
内
容

　

春
と
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間
中

に
お
け
る
交
通
安
全
啓
発

　

き
み
の
夏
祭
り
等
の
交
通
指
導

※
そ
の
他
、会
議
や
研
修
等
も
あ
り
ま
す
。

■
任
期　

２
年
間
（
再
任
可
）

■
待
遇
等

　

条
例
に
基
づ
き
、
年
報
酬
３
万
円
を
支

給
し
ま
す
。
活
動
に
必
要
な
制
服
な
ど

は
貸
与
し
ま
す
。

■
募
集
条
件

　

20
歳
以
上
の
町
内
在
住
の
方
で
、
交
通

安
全
推
進
に
熱
意
が
あ
る
健
康
な
方

　

性
別
・
資
格
・
経
験
は
問
い
ま
せ
ん
。

■
申
込
方
法

　

応
募
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

履
歴
書
を
持
参
、
も
し
く
は
郵
送
に
よ

り
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

後
日
、
面
接
の
日
程
を
連
絡
い
た
し
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み　

総
務
課　

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
１
２

　

〒
６
４
０
‐
１
１
９
２

　

紀
美
野
町
動
木
２
８
７
番
地

障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

方
を
対
象
と
し
た
臨
時
職
員
の
募
集
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ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
い
な
ん

出
張
相
談 

in 

紀
美
野

■
業
務
内
容　

調
理
業
務

■
勤
務
場
所

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
す
ら
ぎ
園

■
募
集
人
員　

若
干
人

■
賃
金　

日
額　

６
，５
０
０
円

（
※
６
か
月
経
過
後
に
月
額
職
員
に
登
用

の
途
有
り
。
月
額 

１
５
０
，０
０
０
円
～
）

■
待
遇　

社
会
保
険
完
備
、退
職
金
制
度
、

　
　
　
　

昇
給
制
度
有
り

■
各
種
手
当　

通
勤
手
当
・
時
間
外
勤
務

手
当
・
休
日
勤
務
手
当
・
宿
日
直
手
当

（
月
額
職
員
登
用
後
）

■
選
考
方
法　

面
接
試
験

■
試
験
日
時　

随
時
行
い
ま
す
。

■
勤
務
時
間　

早
出
・
日
勤
・
遅
出

※
月
額
職
員
登
用
後
、
日
勤
・
宿
直
勤
務

有
り

■
申
込
方
法　

電
話
連
絡
の
上
、
履
歴
書

（
写
真
貼
付
）
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

や
す
ら
ぎ
園
事
務
局

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
３
６
３
１

　

紀
美
野
町
下
佐
々
１
４
０
８
番
地
７

３
月
よ
り
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
記
載
す

る
こ
と
で
年
金
の
手
続
き
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
記
載
し

申
請
を
行
う
場
合
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が

確
認
で
き
る
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

な
お
、
今
ま
で
ど
お
り
基
礎
年
金
番
号

で
の
手
続
き
も
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
場

合
、
申
請
の
際
に
年
金
手
帳
な
ど
基
礎
年

金
番
号
が
わ
か
る
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
ま
た
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
記
載
の
住
民
票
で
、
手

続
き
さ
れ
る
場
合
は
、
次
の
本
人
確
認

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
よ
る
職
業
相
談
、
職

業
紹
介
の
出
張
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

事
前
の
ご
予
約
は
不
要
で
す
。
相
談
ご

希
望
の
方
は
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
相

談
者
が
複
数
い
る
場
合
に
は
、
順
に
お
待

ち
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
開
催
日
時　

３
月
８
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　

13
時
30
分
～
16
時
30
分

■
開
催
場
所

　

紀
美
野
町
役
場
２
階　

２
Ｃ
会
議
室

■
問
い
合
わ
せ

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
い
な
ん
職
業
紹
介
部
門

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
３
‐
８
６
０
９

平
成
30
年
３
月
よ
り
、
年
金
の
届
出

等
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）

が
利
用
で
き
ま
す
！

　

今
年
も
確
定
申
告
の
期
限
が
迫
っ
て
き

ま
し
た
。
所
得
金
額
お
よ
び
税
額
を
正
し

く
計
算
し
、
期
限
内
に
申
告
・
納
税
を
済

ま
せ
ま
し
ょ
う
。
平
成
28
年
分
以
降
の
所

得
税
等
確
定
申
告
書
に
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
記
載
と
本
人
確
認
書
類
の
提
示
ま

た
は
写
し
の
添
付
が
必
要
で
す
。

・
所
得
税
、
復
興
特
別
所
得
税
お
よ
び
贈
与
税

　

申
告
と
納
税
は
３
月
15
日（
木
）ま
で

・
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税

　

申
告
と
納
税
は
４
月 

２
日（
月
）ま
で

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告

書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」が
お
す
す
め
で
す
。

画
面
の
案
内
に
従
っ
て
金
額
等
を
入
力
す

れ
ば
、
税
額
な
ど
が
自
動
計
算
さ
れ
、
申

告
書
を
作
成
で
き
ま
す
。
納
税
に
は
便
利

な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
「
復
興
特
別
所
得
税
額
」
の
記
載
漏
れ

の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
納
付
期
限
と
振
替
納
税
の
利
用
に
つ
い
て

　

確
定
申
告
に
よ
る
所
得
税
お
よ
び
復
興

特
別
所
得
税
の
納
期
限
は
３
月
15
日（
木
）

で
す
。
申
告
書
の
提
出
後
に
、
納
付
書
の

送
付
や
納
税
通
知
等
に
よ
る
納
税
の
お
知

ら
せ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
納
付
に
は
便
利
な

振
替
納
税
を
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
詳

し
く
は
海
南
税
務
署
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※
海
南
税
務
署
は
、
土
・
日
・
祝
日
は
閉

庁
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
税
務
署
へ

お
越
し
の
方
は
、
駐
車
場
お
よ
び
周
辺

道
路
が
非
常
に
混
雑
し
ま
す
の
で
、
電

車
バ
ス
等
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

海
南
税
務
署　

　

℡　

０
７
３
‐
４
８
２
‐
０
９
０
０

や
す
ら
ぎ
園
臨
時
調
理
職
員
募
集

海
南
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

書
類
も
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

本
人
確
認
書
類

１
種
類
で
本
人
が
確
認
で
き
る
も
の

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、運
転
免
許
証
、

身
体
障
害
者
手
帳
、
パ
ス
ポ
ー
ト　

等

２
種
類
以
上
で
本
人
が
確
認
で
き
る
も
の

　

保
険
証
、
年
金
手
帳
、
印
鑑
登
録
証
明

書
、
学
生
証　

等

■
問
い
合
わ
せ

　

住
民
課　

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
０
３

　

美
里
支
所
住
民
室　

　

℡ 

０
７
３
‐
４
９
５
‐
３
４
６
４

　

和
歌
山
西
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

　

℡ 

０
７
３
‐
４
４
７
‐
１
６
６
０

確
定
申
告
は
も
う
お
済
み
で
す
か
？

　

今
回
の
ふ
る
さ
と
講
座
は
、
釜
滝
薬
師

金
剛
寺
住
職
伊
南
慈
久
さ
ん
か
ら
釜
滝
薬

師
の
歴
史
な
ど
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま

す
。
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
直
接
現
地

へ
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

■
テ
ー
マ　
「
釜
滝
薬
師
の
歴
史
に
つ
い
て
」

■
日　

時　

平
成
30
年
３
月
５
日(

月)

　

10
時
～
11
時
30
分

■
場　

所　

釜
滝
薬
師

（
紀
美
野
町
釜
滝
１
２
０
番
地
）

■
講　

師　

伊
南　

慈
久
氏

■
主　

催　

ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

　

紀
美
野
史
発
見
部
会

■
問
い
合
わ
せ　

ま
ち
づ
く
り
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
９
５
‐
３
４
６
２

「
ふ
る
さ
と
講
座
」
の
お
知
ら
せ
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３月は自殺対策強化月間です

わかやまサイクリングフェスタ2018開催！

３月は、進級や卒業、就職や転職など、生活環境の変化から自殺者数が増加する傾向にあります。自殺の要因は
一つではなく、社会構造・経済的要因等が複雑に関係し、心理的に追い込まれた末の死といわれています。自殺を
考えている人は、悩みを抱え込みながらもサインを発しています。家族や仲間のいつもと違う様子に気づいたら、
声を掛け、話を聞いてあげてください。そして、心の医療機関や相談機関につなげてください。
●あなたにもできる自殺予防のための行動
　【気づき】変化に気づいて声をかける
　【傾　聴】気持ちを尊重して耳を傾ける
　【つなぎ】早めに専門家に相談するように促す
　【見守り】温かく寄り添いながらじっくりと見守る

サイクリストに地域の魅力を伝え、地域の振興・活性化に繋げていくことを目ざし、「わかやまサイクリングフェ
スタ2018」が開催されます。このイベントはわかやまサイクリングフェスタ実行委員会主催で、順位を競うもので
はなく、サイクリングを楽しもうという趣旨のイベントです。

本イベントの開催に伴い、町内を多数の自転車が走行します。走行コース沿線にお住まいの皆さま、および沿線を
車で通過される方にはご不便・ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をよろしくお願いします。また、県内外か
ら参加されるサイクリストの皆さまに対して、ぜひ温かい声援で歓迎していただけますよう、併せてお願いします。

日　　時 走行台数 紀美野町走行コース及び通行想定時間
３月25日（日）

雨天決行
151ｋｍコース 約380台 【国道370号（長谷宮→動木）】12時10分頃～ 16時30分頃
63ｋｍコース 約460台 【県道10号（長谷→動木）】   　10時40分頃～ 12時50分頃

全体の走行コース等はＨＰ（http://jtbsports.jp/contents/cyclingfesta/）にてご確認ください。
■主　　　催　わかやまサイクリングフェスタ実行委員会
■問い合わせ　和歌山県企画部地域振興局地域政策課　℡ ０７３ ‐ ４４１ ‐ ２３７１

80
歳
以
上
で
20
本
以
上

自
分
の
歯
が
あ
る
方
を
表
彰

■
日
時　

３
月
10
日
（
土
）

14
時
～
15
時
30
分

■
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

※
フ
ッ
素
塗
布
の
対
象

・
平
成
25
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
28
年
３

月
31
日
生
ま
れ
の
子
ど
も 

・
平
成
17
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
25
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
フ
ッ
素
洗
口
を
行
っ

て
い
な
い
子
ど
も

　

フ
ッ
素
に
は
歯
の
質
を
強
く
す
る
効
果

が
あ
り
ま
す
。

※
歯
科
健
診

　

町
民
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も
受
け
て
い

た
だ
け
ま
す
。
皆
さ
ま
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

　

保
健
福
祉
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

20
本
以
上
自
分
の
歯
が
あ
れ
ば
、
ほ
と

ん
ど
の
食
べ
物
を
噛
み
砕
く
こ
と
が
で

き
、
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
紀
美
野
町
で
も
「
80
歳
以
上

（
90
歳
以
上
）
に
な
っ
て
も
20
本
以
上
の

歯
を
保
と
う
‼
」
と
い
う
「
８
０
２
０
運

動
」「
９
０
２
０
運
動
」
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

80
歳
以
上
で
、
20
本
以
上
ご
自
分
の
歯

が
あ
る
方
を
表
彰
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
表
彰
者
は
次
の
皆
さ
ま
で
す
。
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

８
０
２
０
達
成
者
（
敬
称
略
）　

坂
口
ヨ
シ
子
、
関
口
藤
次
郎
、

中
谷
さ
ち
よ
、
前
芝
正
次

９
０
２
０
達
成
者
（
敬
称
略
）　

宮
本
實
、
山
本
シ
ノ
ブ

受
賞
さ
れ
た
方
々
が
日
頃
心
が
け
て
い

る
事
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。「
食
後
、
歯

間
ブ
ラ
シ
や
糸
よ
う
じ
を
使
用
し
て
い

る
」、「
寝
る
前
に
は
必
ず
、
歯
磨
き
を
し

て
い
る
」、「
歯
科
医
院
で
定
期
的
に
歯
石

除
去
し
て
も
ら
っ
て
い
る
」
等
で
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
方
々
の
様
に
、
い
つ
ま
で

も
元
気
な
歯
を
残
す
た
め
に
、
日
頃
か
ら

自
己
管
理
を
し
て
く
だ
さ
い
ね
！

ま
た
、
中
学
３
年
生
、
小
学
６
年
生
で

む
し
歯
の
な
い
児
童
の
表
彰
も
行
い
ま
し

た
。
今
年
の
表
彰
者
は
中
学
３
年
生
で
53

人
中
34
人
、
小
学
６
年
生
で
46
人
中
26
人

フ
ッ
素
塗
布
・
歯
科
健
診
の
お
知
ら
せ

で
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

大
阪
・
関
西
で
の
２
０
２
５
年
国
際
博

覧
会
の
開
催
を
め
ざ
し
、
関
西
広
域
連
合

の
一
員
と
し
て
、
和
歌
山
県
で
も
誘
致
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
万
博
誘
致
を
実
現

す
る
た
め
、
ぜ
ひ
と
も
誘
致
委
員
会
会
員

へ
の
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

　
２
０
２
５
日
本
万
国
博
覧
会
誘
致
委
員
会
事
務
局

　

℡ 

０
６
‐
６
９
４
４
‐
６
５
７
３

国
際
博
覧
会
を
大
阪
・
関
西
へ

●相談専用電話　「はあとライン」和歌山県精神保健福祉センター
　生きづらさを感じている方や、大切な人を自死で亡くさ
　れた方のご相談をお受けします。
　℡ ０７３‐４２４‐１７００　９時～ 17時45分（平日のみ）
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★こども園・保育所開放のご案内 (1 歳児～）
　園庭を開放しますので、親子で遊べます。（対象）紀美野町在住の子どもと保護者
　○きみのこども園　：３月12日（月）・26日（月）　 10 時～ 11 時 30 分　℡ ０７３ ‐ ４８９ ‐ ２１４４
　○神野保育所　　　：３月７日（水）　　　　　　 10 時～ 11 時 30 分　℡ ０７３ ‐ ４９５ ‐ ２０４９
★子育て支援センター開放のご案内
　親子、友達との遊び場として、ご活用ください。（対象）紀美野町在住の子どもと保護者
　月～金曜日（土・日・祝は休み）　（９時～ 12 時・13 時～ 16 時）
　　３月12日（月）・『野いちごの会』による絵本の読み聞かせ　10 時 30 分～
　　　　　　　　 ・栄養士による栄養相談　午前中
　　３月20日（火）・ALT と遊ぼう　14 時 30 分～
　※こども園・保育所開放、子育て支援センター開放の利用については、事前の申し込みは不要です。

★遊びの教室のご案内
　○コアラ（生後１年６か月～入園・入所まで） ３月 6 日（火）9 時 30 分～ 11 時 30 分　総合福祉センター 2 階
　○カンガルー（生後 5 か月～１年６か月まで）　３月15日（木）9 時 30 分～ 11 時　　　 総合福祉センター 2 階
　　（ママとこどものヨガ体験教室）
　※初めて参加される方は、下記まで申し込みよろしくお願いします。

★育児相談のお知らせ
　　子育て支援センターでは、育児相談を随時行っています。また、きみのこども園、神野保育所でも相談を行っています。
　※保育士資格を持った職員が、子育てに関する悩み事等、個別に面談・電話・訪問相談を行います。
　　お越しいただくか、お電話にてお気軽にお問い合わせください。
■問い合わせ　子育て支援センター　℡ ０７３ ‐ ４８９ ‐ ６７００　　保健福祉課　℡ ０７３ ‐ ４８９ ‐ ９９６０

保健・福祉だより
平成29年度衛生カレンダーもご覧ください。

子育て支援センターからのお知らせ

健康相談のお知らせ
（3 月の日程）

■場　所：総合福祉センター
■と　き：毎週水曜日
　　　　　7 日、14 日、28 日
■時　間：９時～ 11 時
■対象者：紀美野町在住の方
■内　容：健康に関することすべて
　　　　　（乳幼児の相談、離乳食の相談、
　　　　　健診結果の相談 等）

保健師・栄養士が各種健診結果を説明し
ます。自分の健康状態を知り、今後のより
よい生活につなげましょう。生活改善に関
心のある方は、相談に応じますので、お気
軽にお問い合わせください。

★母子健康手帳・健康手帳・健康ファイル
をお持ちの方は、必ず持参してください。

★ご希望により血圧測定・検尿・体脂肪測
定・骨密度測定もおこないます。

■問い合わせ　保健福祉課
　℡ ０７３‐４８９‐９９６０

健診結果をチェック！
　特定健診は、メタボリックシンドローム（メタボ）に着目し、生活習慣
病の予防・早期発見のための健診です。

生活習慣病はこのように進みます～あなたは今、どのあたり？～
レベル１　生活習慣・生活環境の乱れ
レベル２　メタボリックシンドローム
　□内臓脂肪がたまる　腹囲　男性85㎝以上　女性90㎝以上
　　　＋
下記の項目　１項目該当　メタボ予備群
　　　　　　２項目以上該当　メタボ該当（基準該当）
　□高血圧　　収縮期血圧（最高血圧）130ｍｍHg以上　または
　　　　　　　拡張期血圧（最低血圧）　85ｍｍHg以上
　□高血糖　　空腹時血糖110ｍｇ/dl以上　
　□脂質異常　中性脂肪　150ｍｇ/dl以上　または
　　　　　　　HDLコレステロール40ｍｇ/dl未満
レベル３　動脈硬化の進行
レベル４　生活習慣病の発症
レベル５　生活機能の低下による日常生活の支障・要介護状態

　健診結果やご自身の身体のことについて気になっていることはありませ
んか？保健福祉課では健康相談を左記の通り実施しています。ぜひご活用
ください。
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毎年３月１日～８日は「女性の健康週間」　『乳がんの早期発見のために』

平成29年度　成人肺炎球菌ワクチン予防接種について

乳がんで亡くなる人は毎年増加を続け、中高年女性の死亡第１位です。20歳を過ぎたら月１回の自己検診でしこり
がないか確認し、40歳を過ぎたら自己検診と２年に１回の乳がん検診をお勧めします。

●平成29年度の対象者
　①平成29年度内に下記の各年齢となる方
　　65歳、70歳、75歳、80歳、85歳、90歳、95歳、100歳
　　※昨年４月に上記対象の方には助成券を発行しています。紛失された方は下記へご連絡ください。
　②60歳以上65歳未満の方であって、心臓、腎臓若しくは呼吸器の機能又はヒト免疫不全ウイルスによる免疫の
　　機能に障害を有する方
●自己負担金　3,000円(生活保護受給者は無料)　●接種期間　平成30年3月31日まで
　※すでに肺炎球菌ワクチン（23価肺炎球菌莢膜ポリサッカライドワクチン）の接種を受けたことがある方は費用助
　　成の対象外となりますのでご注意ください。
■問い合わせ　保健福祉課　予防接種担当　℡ ０７３ ‐ ４８９ ‐ ９９６０

鏡を見て確認しましょう
●乳房の形の変化　●乳頭からの分泌物
●ただれやひきつれ、腫れ

乳房を触って確認しましょう
●乳房やわきの下にしこりがないか親指以外の４本の指の腹でやさしく
なでるように触ってください。入浴時石鹸をつけるとしやすいです。

紀美野町では、40歳以上の女性に無料で乳がん検診を行っています。詳細はホームページか、保健福祉課までお問
い合わせください。　
■問い合わせ　保健福祉課　℡ ０７３ ‐ ４８９ ‐ ９９６０

乳がんになりやすい人
●近親者に乳がんに罹った人がいる　●過去に乳がんや乳腺症に罹ったことがある　●授乳経験が少ない　
●出産経験がない　●肥満（動物性脂肪を多く摂る人）●喫煙している　●ホルモン療法を受けている
●初潮が早く閉経が遅い　●高齢初産
自己検診のポイント
●生理前後を避ける  ●閉経後は月１回日を決めて行う　●しこりや異常を感じたら自己判断せず、すぐに受診する

■問い合わせ・申し込み　海南保健所　　　　　　　　海南市大野中９３９番地　℡ ０７３‐４８２‐０６００

海　南　保　健　所　だ　よ　り
事業名 対　象　・　内容等 日　　時

ク リ ニ ッ ク
（ 健 康 診 断 書 発 行 ）

健康診断書の作成等を行います。（予約制）
・尿検査、血液検査がある場合は朝食を抜いてお越しください。
・診断書発行の場合、実施できない内容もあるため、予約時にご相談

ください。
3 月 12 日（月）
3 月 26 日（月）
　　９時 30 分～ 10 時 30 分（受付）

エ イ ズ 検 査
肝 炎 ウ イ ル ス 検 査 検査の結果は、次回のクリニック時に本人にお知らせします。（予約制）

検 便
（ 腸 内 細 菌 検 査 ）

・予約は必要ありません。（事前に容器をお渡ししますので保健所まで
受け取りにお越しください。)

・検査できる項目　赤痢、サルモネラ、O-157、チフス、パラチフス

こころの健康相談
こころの健康に不安を持つ方やその家族で相談を希望される方には、
精神科医師が相談に応じます。（予約制）
※他の日は精神保健福祉相談員が相談に応じます。

3 月 14 日（水）
3 月 28 日（水）
　　13 時 30 分～

骨 髄 バ ン ク
登 録 検 査

骨髄提供者（ドナー）の登録をするための血液検査と登録手続きを
行います。（予約制）

3 月 12 日（月）
3 月 26 日（月）
　　10 時 30 分～ 11 時 30 分

医 療 安 全 相 談 医療に関する各種相談に応じます。 月曜日～金曜日（祝・祭日除く）

〔連絡先〕　平日（８時30分～ 17時15分）　℡ ０７３ ‐ ４８９ ‐ ９９６０
　　　　　休日・夜間（17時15分以降）　 ℡ ０７３ ‐ ４８９ ‐ ２４３０

保健福祉・介護などの総合相談窓口を設置していますので、下記までお気軽にお問い合わせください。
●保健福祉・介護などの総合相談窓口　地域包括支援センター（保健福祉課内）

〔場　所〕総合福祉センター
〔メール〕houkatu@town.kimino.lg.jp
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■
日
時　

４
月
22
日
（
日
）
雨
天
中
止

■
コ
ー
ス　

熊
野
古
道 『
河ご

の

瀬せ

王
子
』

　
（
広
川
町
）～『
高た

家い
え

王
子
』（
日
高
町
）

　

歩
行
距
離　

約
10
㎞

　
（
内
２
㎞
程
急
な
上
り
坂
あ
り
）

　

ハ
イ
キ
ン
グ
終
了
後
「
道
成
寺
」
に

参
拝

■
集
合　

中
央
公
民
館
前

　
（
受
付　

８
時
～
８
時
20
分
）

■
持
ち
物　

弁
当
・
飲
み
物
・
雨
具
な

ど
ハ
イ
キ
ン
グ
に
必
要
な
も
の

■
参
加
費　

２
，５
０
０
円
（
町
内
中

学
生
以
下
無
料
、
町
外
の
方
３
，

５
０
０
円
）

※
当
日
徴
収
し
ま
す
。

■
申
し
込
み　

３
月
29
日
（
木
）（
消

印
有
効
）
ま
で
に
青
少
年
セ
ン
タ
ー

に
往
復
は
が
き
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

　
（
は
が
き
１
枚
で
４
人
ま
で
！
）

　

な
お
、
バ
ス
輸
送
の
関
係
上
、
先
着

80
人
ま
で
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
定
員
を
上
回
っ
た
場
合
は
返
信

に
お
い
て
そ
の
旨
連
絡
し
ま
す
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他　

・
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で

お
願
い
し
ま
す
。

・
中
止
の
場
合
、
６
時
30
分
頃
代
表
者

に
電
話
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
（
は
が
き
に
は
電
話
番
号
を
必
ず
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。）

■
主
催　

紀
美
野
町
青
少
年
育
成
町
民

会
議
・
青
少
年
育
成
委
員
会

■
問
い
合
わ
せ　

青
少
年
セ
ン
タ
ー

現
在
、
文
化
セ
ン
タ
ー
の
利
用
促

進
・
合
宿
誘
致
等
を
目
的
と
し
「
み
さ

と
ホ
ー
ル
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
始
動
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
伴
い
展
示
作
品
の
入
れ
替
え
も

行
い
、
文
化
セ
ン
タ
ー
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
を
し
ま
し
た
。

従
来
展
示
の
作
者
か
ら
は
、
新
し
い

作
品
に
入
れ
替
え
て
い
た
だ
き
、
名
札

に
は
作
品
・
作
者
の
紹
介
を
し
て
い
ま

す
。紀

美
野
町
出
身
や
在
住
の
方
、
わ
が

町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
々
の
作
品
ば
か

り
で
す
。

素
晴
ら
し
い
作
品
を
身
近
に
見
る
こ

と
で
、
豊
か
な
文
化
性
を
磨
き
、
文
化

活
動
へ
の
関
心
を
高
め
て
い
た
だ
け

る
こ
と
を
願
っ

て
、
こ
れ
か
ら

も
新
し
い
も
の

を
発
信
し
て
い

き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
室

■
日
時　

３
月
17
日
（
土
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

■
場
所　

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

■
内
容　

工
作
コ
ー
ナ
ー

（
パ
ペ
ッ
ト
、
モ
ビ
ー
ル
）

※
工
作
代
と
し
て
一
つ
に
付
き
、

　

１
０
０
円
い
た
だ
き
ま
す
。

　

15
時
～
お
や
つ
タ
イ
ム
（
無
料
）

※
わ
た
が
し
・
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン

　

遊
び
の
コ
ー
ナ
ー
（
無
料
）

■
持
ち
物　

す
い
と
う
・
タ
オ
ル

■
対
象　

　

小
学
生
、
幼
児
及
び
保
護
者
の
方

　
（
幼
児
は
保
護
者
の
方
と
一
緒
に
参

加
お
願
い
し
ま
す
。）

■
申
し
込
み

　

工
作
コ
ー
ナ
ー
の
申
し
込
み
は
３
月

９
日（
金
）ま
で
に
青
少
年
セ
ン
タ
ー

へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　

い
よ
い
よ
冬
の
天
の
川
も
見
納
め
、

３
月
を
逃
す
と
７
月
ま
で
天
の
川
は
お

預
け
で
す
。２
０
１
７
年
度
最
後
の「
天

の
川
が
み
え
る
カ
フ
ェ
」
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。 

も
ち
ろ
ん
、
カ
フ
ェ
で
は

子
ど
も
向
き
の
メ
ニ
ュ
ー
も
用
意
し
ま

す
。 

カ
ッ
プ
ル
で
、
ご
家
族
で
、
お

ひ
と
り
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

■
日
程　

３
月
10
日
（
土
）、17
日
（
土
）

■
場
所　

み
さ
と
天
文
台

■
カ
フ
ェ　

18
時
頃
～
22
時
頃
ま
で

　
　
　
　
　

営
業
（
有
料
）。

■
観
望
会　
（
参
加
費
２
０
０
円
）

　
（
１
回
目
）
19
時
30
分
～
20
時
30
分

　
（
２
回
目
）
20
時
30
分
～
21
時
30
分

　

低
倍
率
（
８
倍
以
下
）
の
双
眼
鏡
を

お
持
ち
い
た
だ
く
と
、
よ
り
一
層
天

の
川
の
美
し
さ
に
迫
れ
ま
す
。

■
協
力　

　

hontana

　

自
然
派
ル
ナ
・
カ
フ
ェ

■
天
候
判
断

　

悪
天
候
の
場
合
は
カ
フ
ェ
は
実
施
し

ま
せ
ん
。
当
日
の
15
時
に
天
候
判
断

し
、
天
文
台
ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ
に
て
カ

フ
ェ
の
実
施
／
中
止
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ワ
イ
エ

展
示
作
品
入
替
え
の
ご
紹
介

天
の
川
が
み
え
る
カ
フ
ェ
☆

フ
ァ
イ
ナ
ル

じ
ど
う
か
ん
ま
つ
り

「
春
の
ふ
れ
あ
い
ハ
イ
キ
ン
グ
」
参
加
者
募
集
！

～
鹿
ヶ
瀬
峠
を
越
え

日
本
有
数
の
黒
竹
の
産
地
を
歩
く
～

　

小
・
中
学
生
も
是
非
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

※
電
話
で
の
申
し
込
み
は
不
可
。

640-1192往信 ※返信面は
　空白のまま

紀
美
野
町
動
木
２
８
７

紀
美
野
町
役
場

青
少
年
セ
ン
タ
ー

「
春
の
ふ
れ
あ
い

　
　

ハ
イ
キ
ン
グ
」
係

①参加希望者氏名

　（代表者）

②ご住所

③年齢・電話番号

④その他参加希望者氏名

⑤ご住所

⑥年齢・電話番号

返信 郵便番号

ご
住
所

　

お
名
前

（ホワイエ展示風景）
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○
時
間　

各
日
14
時
30
分

　
　
　
　
　
　

～
16
時
30
分

■
中
央
公
民
館

　

7
日　

英
語
で
あ
そ
ぼ
う

　

14
日　

ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト

　

21
日　

お
休
み

　

28
日　

ド
ミ
ノ
に
挑
戦

■
文
化
セ
ン
タ
ー

　

7
日　

お
は
な
し
会

　

14
日　

折
り
紙
教
室

　

21
日　

お
休
み

　

28
日　

春
さ
が
し
に
い
こ
う

ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム

図
書
室
だ
よ
り

～
た
く
さ
ん
読
ん
だ
よ
～
（
敬
称
略
）

【
１
０
０
冊
】

　

上
中　

結
月
（
神
野
保
育
所
）

　

谷
口　

和か
ず

優ま
さ

（
神
野
保
育
所
）

　

奥　

結ゆ

季い

葡ほ

（
小
川
小
３
年
）

【
３
０
０
冊
】

　

桑
山　

み
の
り（
き
み
の
こ
ど
も
園
）

■
新
刊
紹
介

【
中
央
公
民
館
】

「
牛
天
神
」　　
　

山
本
一
力　

著

「
お
も
か
げ
」　　

浅
田
次
郎　

著

「
ち
ょ
こ
っ
と
楽
し
む
保
存
食
」　

　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
玲
子　

著

「
カ
ジ
ュ
ア
ル
は
楽
し
い
！
」

　
　
　
　
　

あ
わ
の
さ
え
こ　

著

「
す
み
れ
ち
ゃ
ん
の
お
片
付
け
」

　
　
　
　
　
　
　

渡
辺
ゆ
き　

作

「
さ
が
し
て
ご
ら
ん
！

　
　
　
　

森
の
か
く
れ
ん
ぼ
」

　
　
　
　
　
　

伊
地
知
英
信　

著

「
や
さ
し
い
英
語
の
こ
と
わ
ざ
」

　
　
　
　
　
　
　
　

く
も
ん
出
版

「
は
か
っ
て
み
よ
う

　
　
　
　

長
さ
・
重
さ
・
時
間
」

　
　
　
　
　
　
　

新
間
竹
彦　

作

【
文
化
セ
ン
タ
ー
】

「
ゴ
ー
ス
ト
」　　

中
島
京
子　

著

「
病
弱
探
偵
」　　

岡
崎
琢
磨　

著

「
焼
き
そ
ば
」　　

満
留
邦
子　

著

「
お
化
け
の
お
も
て
な
し
」

　
　
　
　
　
　
　
　

川
端
誠　

著

「
ま
ほ
う
の
ゆ
う
び
ん
ポ
ス
ト
」

　
　
　
　
　

や
ま
だ
と
も
こ　

著

「
恋
す
る
熱
気
球
」

　
　
　
　
　
　

梨
屋
ア
リ
エ　

著

【
樋
瀬
大
輝
監
督
】

　

今
年
も
市
町
村
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア

駅
伝
競
走
大
会
が
終
わ
り
ま
し

た
。
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
・
沿
道
、

た
く
さ
ん
の
応
援
を
し
て
い
た
だ

き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

今
年
か
ら
監
督
を
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
、
こ
の
ジ
ュ
ニ
ア
駅

伝
を
通
し
て
、「
子
ど
も
達
に
何

か
を
伝
え
ら
れ
た
ら
」、「
紀
美
野

町
の
た
め
に
な
れ
た
ら
」
そ
う
い

う
思
い
で
今
年
も
長
期
間
の
練
習

を
重
ね
、
大
会
に
挑
み
ま
し
た
。

　

目
標
に
し
て
い
た
８
位
入
賞
と

は
な
ら
ず
、
結
果
は
12
位
で
悔
し

い
思
い
は
あ
り
ま
す
が
、
今
年
も

紀
美
野
町
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
代
表
選

手
22
人
は
皆
そ
れ
ぞ
れ
輝
い
て
く

れ
ま
し
た
。
本
当
に
よ
く
頑
張
り

ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
紀
美
野
町
ジ
ュ
ニ

ア
駅
伝
チ
ー
ム
は
、
伝
統
の
「
走

魂
」
を
受
け
継
ぎ
、
走
り
続
け
ま

す
。

　

今
後
も
、
温
か
い
ご
声
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

○
各
区
間
選
手

■
１
区　

中
前
吉
広（
美
中
２
年
）

■
２
区　

森
下
日
和（
野
中
３
年
）

■
３
区　

髙
木
日
夏
里（
野
小
５
年
）

■
４
区　

西
井
華
心（
野
中
２
年
）

■
５
区　

平
岩
隆
太
郎（
野
中
３
年
）

■
６
区　

田
中
新
菜（
野
小
６
年
）

■
７
区　

上
中
佑
伊
登（
下
小
６
年
）

■
８
区　

西
谷
美
咲
（
向
陽
中
２
年
）

■
９
区　

静
川
陽
向（
野
小
６
年
）

■
10
区　

片
畑
弥
偲（
野
中
３
年
）

　

２
月
18
日
（
日
）
に
第
17
回
市

町
村
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
競
走
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
町
か

ら
１
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
全
10
区

間
21.1
㎞
（
紀
三
井
寺
～
和
歌
山
県

庁
間
）の
コ
ー
ス
を
小
学
生
４
人
、

中
学
生
６
人
が
チ
ー
ム
22
人
の
思

い
を
込
め
て
「
た
す
き
」
を
つ
な

ぎ
ま
し
た
。

　

出
場
29
市
町
中
、
紀
美
野
町
は

第
12
位
と
大
健
闘
し
ま
し
た
。
な

お
、
第
２
区
を
走
っ
た
森
下
日
和

選
手
（
野
上
中
・
３
年
）
は
５
年

連
続
競
技
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

【
キ
ャ
プ
テ
ン
片
畑
弥
偲
選
手

（
野
中
３
年
）】

　

ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
に
５
年
生
の
頃

か
ら
参
加
さ
せ
て
頂
き
、
僕
は
た

く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
一
番
は

協
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
で
す
。

駅
伝
は
自
分
一
人
だ
け
じ
ゃ
な
く

周
り
の
人
達
の
支
え
が
あ
っ
て
成

り
立
つ
も
の
な
の
で
、
協
力
す
る

こ
と
は
大
切
と
い
う
こ
と
を
駅
伝

か
ら
学
び
ま
し
た
。
今
ま
で
た
く

さ
ん
の
経
験
を
積
ま
せ
て
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

来
年
か
ら
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
。 第

17
回
市
町
村
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
競
走
大
会
を
終
え
て

第１区者　中前吉広選手（写真左）

1 月 10 日に七草粥を作りました。（中央公民館）
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紀
美
野
町
の
歴
史
と
文
化

そ
の
百
三
十
九

発
刊
の
ご
挨
拶

歴
史
と
文
化
の
連
載
に
お
い

て
、
史
料
を
確
認
し
新
た
な
史
実

を
見
つ
け
出
す
の
は
容
易
で
は
な

く
、
先
人
の
ご
尽
力
に
よ
る
さ
ま

ざ
ま
な
書
籍
を
引
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
連
載
を
継
続
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

以
前
広
報
に
て
掲
載
さ
れ
、
そ

の
後
、『
美
里
む
か
し
が
た
り
』（
森

下
誠 

著
）
と
し
て
発
刊
さ
れ
た

書
籍
の
中
か
ら
、
今
回
は
橋
戸
教

育
長
執
筆
の
頭
書
を
引
用
し
、
書

籍
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

な
お
、『
美
里
む
か
し
が
た
り
』

は
、
文
化
セ
ン
タ
ー
等
に
て
販
売

し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
び
、『
美
里
町
誌
』
史

料
編
Ⅰ
・
Ⅱ
の
解
説
書
と
し
て
、

本
誌
『
美
里
む
か
し
が
た
り
』
を

発
刊
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
12
年
度
か
ら
の
美
里
町
誌

編
纂
業
務
の
中
で
、
森
下
誠
編
纂

室
長
が
、
古
文
書
等
の
史
料
か
ら

か
つ
て
の
美
里
町
内
で
起
こ
っ
た

出
来
事
を
、
親
し
み
や
す
く
ま
た

時
に
は
教
訓
を
込
め
て
、
広
く

知
っ
て
ほ
し
い
と
の
思
い
か
ら
、

町
の
広
報
誌
に「
町
誌
こ
ぼ
れ
話
」

と
し
て
連
載
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

『
美
里
む
か
し
が
た
り
』
は
、
そ

れ
ら
の
原
稿
を
も
と
に
編
集
し
た

も
の
で
す
。

森
下
先
生
は
、
現
代
の
私
た
ち

の
生
活
と
重
ね
合
わ
せ
な
が
ら
、

人
の
情
け
や
物
事
の
道
理
に
つ
い

て
、
そ
の
史
料
の
価
値
と
と
も
に

目
的
と
す
る
も
の
（
背
景
・
意

図
）
や
史
料
か
ら
読
み
解
け
る
こ

と
な
ど
を
、
ご
紹
介
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
郷
土
史
へ
の
足
が
か
り
と

し
て
、
ご
愛
読
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

『
美
里
町
誌
』
史
料

編
Ⅰ
・
Ⅱ
を
参
照
さ

れ
な
が
ら
、「
む
か
し

が
た
り
」
を
と
お
し

て
、
郷
土
へ
の
愛
着

と
誇
り
を
さ
ら
に
深

め
て
く
だ
さ
る
こ
と

を
期
待
し
ま
す
。（
一

部
抜
粋
）

町
内
の
文
化
団
体
の
交
流
・
郷

土
文
化
の
向
上
発
展
や
明
る
い
町

づ
く
り
を
目
的
に
、
日
頃
の
成
果

を
発
表
す
る
場
と
し
て
「
春
の
文

化
協
会
展
・
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー

ジ
」
を
、
会
員
相
互
の
協
力
と
連

携
の
も
と
盛
大
に
開
催
、
ま
た
会

員
研
修
（
博
物
館
・
美
術
館
見
学

等
）、そ
の
他
、文
化
祭
へ
の
参
加
、

海
草
・
有
田
地
方
文
化
協
会
の
芸

能
・
文
化
交
流
会
な
ど
…
各
部
の

事
業
以
外
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
し
て
い
ま
す
。

■
会
費　

１
，０
０
０
円

　
　
　
　
（
１
人
１
サ
ー
ク
ル
）

■
現
在
加
入
団
体

　

写
真
・
短
歌
・
木
彫
り
・
ア
ー

ト
フ
ラ
ワ
ー
・
洋
画
・
ち
ぎ
り

絵
・
陶
芸
・
茶
道
・
歌
謡
・
大

正
琴
・
詩
吟
・
舞
踊
・
囲
碁
・

将
棋

★
活
動
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
お

電
話
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
室

２
月
３
日
、
４
日
と
志
賀
野
地

区
公
民
館
に
て
作
品
展
示
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

サ
ー
ク
ル
活
動
発
表
を
は
じ
め
、

サ
ロ
ン
、
一
般
、
子
ど
も
た
ち
か

ら
毎
年
工
夫
を
凝
ら
し
た
作
品
が

揃
い
、
賑
や
か
な
話
し
声
や
、
笑

顔
い
っ
ぱ
い
の
展
示
会
と
な
り
ま

し
た
。

紀
美
野
町
文
化
協
会
へ
の

加
入
団
体
・
会
員
募
集
‼

志
賀
野
地
区
作
品
展
示
会

盛
大
に
開
催

　日々、大会に向けてみんなで一生懸命練習
に励んでいます。バレーボールを通していろ
んなことを学び、心身ともに成長しています。
　活動場所は野上小学校で放課後練習してい
ますので興味のある方は見学に来てください。
■活動日時　毎週火・金曜日
　　　　　　18時～ 19時
■監　　督　堂西孝俊
■コ ー チ　坂本雅律

─ わが町サークル ─
「紀美野Ｖ . Ｂ . Ｃ」
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初
雪
の
山
一
面
に
朝
日
あ
び

　
　
　
　
　

光
の
中
に
わ
が
家
も
あ
り
ぬ　
　
　
　
　
　
　

山
田　

ひ
ろ
子

認
知
症
予
防
の
た
め
と
百カ

ル

タ

人
一
首
会か

い

　
　
　
　
　

根
性
出
し
て
取
り
札
飛
ば
す　
　
　
　
　
　
　

中
浴　

た
み
代

地
蔵
尊
倒
れ
し
花
筒
の
残
り
水

　
　
　
　
　

供
花
は
生
き
な
む
年
初
を
祈
る　
　
　
　
　
　

竹
本　

セ
ツ
子

陽
が
射
せ
ば
ほ
こ
り
の
見
え
る
明
る
さ
に

　
　
　
　
　

重
い
腰
上
げ
掃
除
始
め
る　
　
　
　
　
　
　
　

段
木　
　

幸
代

共
に
白
髪
の
ふ
た
り
で
あ
れ
ば
ま
づ
弥や

さ
か栄

　
　
　
　
　

明
日
は
思
は
ね
日
だ
ま
り
ぬ
く
し　
　
　
　
　

山
本　
　

綾
子

萎な

え
か
け
し
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
を
ス
ト
ー
ブ
の

　
　
　
　
　

部
屋
に
移
さ
む
今
年
の
寒
さ　
　
　
　
　
　
　

吉
村　
　

紀
子

寒
波
き
て
見
渡
す
四よ

方も

は
銀
世
界

　
　
　
　
　

自
然
現
象
枯
野
を
治
む　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
下　
　

玉
子

ヒ
ュ
ー
ヒ
ュ
ー
と
北
風
哭な

き
て
肌
を
刺
す

　
　
　
　
　

寒
さ
退
治
は
風
呂
と
熱あ

つ

燗か
ん　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　
　

吉
信

ト
イ
レ
に
も
小
さ
な
花か

器き

に
新し

ん
し
ゅ
ん春
の

　
　
　
　
　

花
を
活い

け
い
る
嫁
の
や
さ
し
さ　
　
　
　
　
　

横
出　
　

圭
子

夕ゆ
う

明あ
か

り
暮
れ
ゆ
く
空
に
三み

日か

の
月

　
　
　
　
　

山
は
黒
ず
み
影
絵
の
ご
と
し　
　
　
　
　
　
　

滝
垣
内
嘉
代
子

布
団
か
ら
出い

で
い
る
顔
の
冷
た
さ
に

　
　
　
　
　

窓
を
明あ

く
れ
ば
ど
っ
さ
り
と
雪　
　
　
　
　
　

梶
谷　

美
瑳
子

冬
耕
の
土
盛
り
上
が
り
陽
を
食
ら
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
野　
　

昭
子

野
球
部
の
今
日
の
練
習
雪
合
戦　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浦　
　
　

貴
子

冬
菜
に
も
命
を
灯
す
虫
の
ゐ
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
代　
　

哲
郎

ケ
ア
ハ
ウ
ス
に
入
り
し
友
よ
り
初
便
り　
　
　
　
　
　
　
　

前　
　
　
　

廣

風
花
を
舌
で
受
け
つ
つ
下
校
の
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

馬
谷　

富
貴
子

冬
眠
の
蛙
の
腹
の
白
き
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本　
　

隆
之

寒
き
日
の
前
ぶ
れ
も
無
き
別
れ
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　

口
井　

ト
シ
子

冬
耕
の
鍬
立
て
し
ま
ま
出
稼
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
間　
　

文
鳥

換
気
す
る
た
め
の
五
セ
ン
チ
虎
落
笛　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　
　

惇
子

塩
の
割
三
パ
ー
セ
ン
ト
冬
菜
漬　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

原　
　
　

和
代

寒
き
声
出
し
て
漢
文
初
授
業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浦　
　
　

浩
平

歌　
の　
小　
道

「天の川がみえるカフェ」など、天文台の定期観望
会に飲食をプラスし、参加者と町の収益増加を狙った
作戦は順調で、2017年度は2月3日時点で観望会参加
者数が2004年以来で最高の4,582人に達しています。
カフェのお客様の満足度は高く、町内事業者が誇る高
いクオリティの飲食店はまさに町の宝物です。

2018年度からも、天文台でのカフェと観望会を中
心として集客しますが、これに加え、天文台でのプラ
ネタリウム・3Ｄ上映、カフェ＋観望会の間の時間に、
お客様に町内飲食店をご利用いただきやすくする仕掛
けを考えています。

その仕掛けの１つは、天文台Webサイト等への町内
飲食店の掲載です。ランチ・夕食どちらかでもご協力
いただける場合、みさと天文台友の会事務局へご連絡
ください。

２月２日（金）に学習発表会を開催しました。各学
年とも群読・合唱・合奏・音読劇などバラエティーに
富んだ内容で、児童がこれまで積み重ねてきた練習の
成果を発表しました。１月中旬にインフルエンザによ
る学年閉鎖の学年もありましたが、練習ができなかっ
た期間を挽回しようと集中して頑張りこの日に至りま
した。本番では、元気な声が体育館にこだまし、楽器
から奏でる音やきれいな歌声が響きわたりました。一
人一人の姿は、練習の姿とはまたちがった良さを覗か
せてくれます。児童達の最高の『キラッと輝く姿』に
教職員は感動させられました。また、児童達の力と先
生の力がしっかりと噛み合い、学年独自の良さを出す
ことができた発表となりました。最後に、来校してい
ただいた皆さまと一
緒に「ふるさと」を
合唱しました。寒さ
が 厳 し い 中、 保 護
者・地域の方々を含
め大勢の皆さまに来
校していただき、あ
りがとうございまし
た。児童達はやりが
いのある充実した時
間を過ごせたことと
思います。

天文台だより
『天文台の「宇宙＋グルメお楽しみプラン
 （仮称）」参加店舗募集！』

　研究員　山内　千里

学校だより
『キラッと輝け！学習発表会』

　紀美野町立野上小学校

ごった返す天文台カフェ。１月31日の月食観望会には約200人が参加した。
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火
災
・
救
急
・
救
助
は
１
１
９
番

『
火
の
用
心　

こ
と
ば
を
形
に　

習
慣
に
』

●
３
月
１
日
（
木
）
か
ら 

７
日
（
水
）

ま
で
の
７
日
間
に
わ
た
り
、
全
国
一
斉

に
「
春
の
火
災
予
防
運
動
」
が
実
施
さ

れ
ま
す
。
こ
の
運
動
は
火
災
が
発
生
し

や
す
い
時
期
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
火

災
予
防
思
想
の
一
層
の
普
及
を
図
る
こ

と
に
よ
り
火
災
の
発
生
を
防
止
し
、
火

災
に
よ
る
死
傷
者
の
発
生
や
財
産
の
損

失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
毎
年
実

施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
住
民
一
人

ひ
と
り
が
こ
の
運
動
の
趣
旨
を
踏
ま

え
、
日
頃
か
ら
身
近
な
家
庭
、
地
域
、

職
場
等
に
お
い
て
防
火
を
心
掛
け
る
こ

と
が
、
火
災
か
ら
あ
な
た
を
守
る
近
道

で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、「
春
の
火
災
予
防
運
動
」

の
最
終
日
に
あ
た
る
、３
月
７
日
（
水
）

は
『
消
防
記
念
日
』
で
す
。
次
に
掲
げ

る「
い
の
ち
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
」

を
特
に
留
意
し
、
火
災
の
発
生
を
未
然

に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

●
３
つ
の
習
慣

・
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

・
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら

離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

・
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と

き
は
必
ず
火
を
消
す
。

●
４
つ
の
対
策

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火

1月の消防の動き
●火災発生件数…0件
　【事故種別搬送人員】

管　内 管　外 合　計

急 病 30 30

一 般 負 傷 10（１） 10（１）

交 通 事 故 1 1

そ の 他 5 5

合 計 46（１） 46（１）

※（　）内については、ドクターヘリ搬送

■
申
込
期
限　

3
月
20
日
（
火
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

紀
美
野
町
消
防
本
部　

警
防
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
６
３
０
２

平
成
30
年

春
の
火
災
予
防
運
動

●
近
年
救
急
車
の
出
動
件
数
、
搬
送
人
員

は
と
も
に
増
え
て
お
り
、
平
成
29
年
の

紀
美
野
町
消
防
で
の
救
急
出
動
件
数
は

前
年
に
比
べ
66
件
増
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
救
急
車
で
搬
送
さ
れ
た
人
の
約
半

数
が
入
院
を
必
要
と
し
な
い
軽
症
と
い

う
現
状
も
あ
り
ま
す
。

●
症
状
に
緊
急
性
が
な
く
て
も
、「
交
通

手
段
が
な
い
」「
ど
こ
の
病
院
に
行
け

ば
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
」
と
救
急
車
を

呼
ぶ
人
が
い
ま
す
が
、
救
急
車
は
限
り

救
急
コ
ー
ナ
ー
　『
救
急
車
の
適
正
利
用
』

次
回
の
普
通
救
命
講
習
・
再
講

習
は
4
月
8
日
（
日
）
で
す
。

災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

・
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火

災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使
用
す

る
。

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、

住
宅
用
消
火
器
を
設
置
す
る
。

・
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守

る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ

く
る
。

●
消
防
署
と
同
じ
消
防
機
関

消
防
団
は
消
防
署
と
同
じ
消
防
機
関
で

す
。
消
防
署
は
常
備
の
消
防
機
関
で
あ
る

の
に
対
し
、
消
防
団
は
、
平
素
は
生
業
を

持
っ
て
い
る
住
民
が
、
火
災
、
風
水
害
、

震
災
時
に
消
防
団
員
と
な
り
消
防
活
動
を

行
う
非
常
勤
の
消
防
機
関
で
す
。

●
二
足
の
わ
ら
じ

本
来
の
仕
事
や
学
業
、
家
事
な
ど
を
し

な
が
ら
、
消
防
団
員
と
し
て
活
動
し
て
い

ま
す
。
で
す
か
ら
、
朝
の
バ
ス
で
一
緒
に

な
っ
た
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
の
レ
ジ
の
お
兄
さ
ん
、
電
気
屋

の
お
じ
さ
ん
も
、
も
し
か
し
た
ら
消
防
団

員
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

●
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動

そ
の
地
域
に
住
ん
で
い
る
住
民
で
あ
る

か
ら
こ
そ
、
勤
務
し
て
い
る
従
業
員
で
あ

る
か
ら
こ
そ
、分
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

混
乱
し
た
災
害
の
場
に
お
い
て
は
そ
の
貴

重
な
情
報
が
生
か
さ
れ
ま
す
。
消
防
団
員

は
地
域
と
消
防
と
の
重
要
な
パ
イ
プ
役
を

担
っ
て
い
ま
す
。

●
入
団
資
格

18
歳
以
上
の
健
康

な
方
で
あ
れ
ば
男
女

問
わ
ず
入
団
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
お

住
ま
い
の
地
域
、
勤

務
し
て
い
る
事
業
所

を
管
轄
し
て
い
る
消

防
団
に
入
団
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

紀
美
野
町
消
防
本
部　

庶
務
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
６
３
０
１

あ
る
資
源
で
す
。
い

ざ
と
い
う
と
き
の
皆

さ
ま
自
身
の
安
心
の

た
め
に
救
急
車
の
適

切
な
利
用
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
判
断
に
困
っ
た
場
合

は
、
消
防
署
や
和

歌
山
県
救
急
医
療

情
報
セ
ン
タ
ー(

℡ 

０
７
３
‐
４
２
６
‐

１
１
９
９)

へ
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

消
防
団
っ
て
な
に
？



3月

総人口　9,137人（−21）【社会増減（±0）　自然増減（−21）】　男　4,223人 （−6）　女　4,914人 （−15）
世帯数…… 4,339世帯（−17）　紀美野町面積128.34km2　　　　　　　　　　（平成30年1月末現在）

紀美野町の人口 （　）内は前月比

日　時 イベント名 開催場所 問い合わせ先（073）

1 日（木） 11：00 ～ 犬・ねこの飼い方講習会【11 日 ( 日 )・25 日 ( 日 )】 県動物愛護センター 県動物愛護センター 489 － 6500
7 日（水）・14 日（水） 移動町長室 美里支所 住民室 495 － 3471

総務課 489 － 5912
10 日（土） 14：00 ～ 第 46 回町民大学講座・紀美野町人権研修会 文化センター 生涯学習室 489 － 5915
11 日（日） 8：30 ～ 生石高原山焼き 生石高原 産業課 489 － 5901
15 日（木） 13：00 ～ 行政相談【～ 15：00】 中央公民館 総務課 489 － 5912

美里支所 住民室 495 － 3471

2018.315

平均寿命が延びるなか、健康に暮らし続けるための「健康寿命」も伸ばしましょう。
いつまでも、元気に暮らしていくために、“ 健康の源 ” 食生活を今一度ふり返ってみませんか。
この教室は、毎月１回開催します。講話及び、調理実習と試食もあります。お気軽にご参加ください。

3月の予定
■日　　　時　３月14日（水）
　　　　　　　９時30分～ 13時
■場　　　所　紀美野町総合福祉センター
■定　　　員　20人
■申 込 締 切　３月７日（水）
■用意する物　エプロン、食材料費３００円
■問い合わせ・申し込み　保健福祉課　℡ ０７３ ‐ ４８９ ‐ ９９６０

～ 65歳からの健康づくり教室のお知らせ～

■3月の講座内容
・生涯元気に！
・生涯おいしく食べるためのお口
・調理実習

（食生活改善推進員さんからもアド
バイスします）

地震などの災害や武力攻撃の発生時に備え、防災行政無線を使用した情報伝達訓練を行
います。

町民のみなさまも放送にあわせ、自らの身は自らで守るという「自助」の考え方に基づ
いて「いのち」を守る行動について、考える機会としてください。
※今回の訓練は、放送のみです。訓練会場や避難所は、開設しません。
訓練日：３月14日(水)  11時頃「テスト放送」を行います。

防災行政無線を用いた情報伝達訓練を行いますわがまちの防災情報 No11

自衛隊幹部候補生の募集について

※詳細については，下記までお問い合わせください。
■問い合わせ 自衛隊有田募集案内所　℡ ０７３７ ‐ ８２ ‐ ６６３１

種　　目 応　募　資　格 試　験　日　時 受付期間

一般
大卒程度試験 22歳以上26歳未満の方（20歳以上22歳未満の方は大卒

（見込含），修士課程修了者等（見込含）は28歳未満の方）
【１次試験】
５月12日・13日

【２次試験】
６月12日～ 15日のいずれか１日 ３月１日

～５月１日

院卒者試験 修士課程修了者等（見込含）で，20歳以上28歳
未満の方

歯　科 専門の大卒（見込含）で，20歳以上30歳未満の方 【１次試験】
５月12日

【２次試験】
６月12日～ 15日のいずれか１日薬剤師 専門の大卒（見込含）で，20歳以上28歳未満の方
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どんなところ・・・
妊娠期から子育て期（妊産婦及び18歳までの

子どもと保護者が対象）にわたり、保健師等が
中心となり、妊娠・出産・育児のさまざまな疑
問・悩み・相談に応じます。また、必要に応じ
て他の専門職や関係機関のスタッフと連携しな
がら、子育て世代の皆さんを総合的に支援して
いきます。

ひとりで悩まず、どんなことでもお気軽にご
相談ください♡

子育て世代包括支援センター

「こころ（９９６０）」
〒640-1121 紀美野町下佐々 1408番地4

総合福祉センター内1階

℡ ４８９ ‐ ９９６０

平日（月～金）8：30 ～ 17：15
（土日祝日・年末年始はお休みです）

よやく は こころで

紀美野町子育て世代包括支援センターの愛称決定！

「こころ（９９６０）」

紀美野町防災行政無線の放送内容を下記のフリーダイヤルで確認することができます。

防災行政無線電話対応システム　０１２０‐２４３０‐９９

平成29年４月に、総合福祉センター内に開設した子育て世代包括支援センターの愛称が、「こころ
（９９６０）」に決定しました。43作品の応募があり、その中から、南里奈さん（梅本）の作品が採用
されました。子育て世代をはじめ多くの町民のみなさんにご応募いただき、ありがとうございました。

これから、子育て世代包括支援センター「こころ
（９９６０）」が、妊娠・出産・育児のさまざまな疑
問・悩み・相談に応じていきます。そして、町民の
皆様に親しまれることで、安心して子育てできるや
さしいまちをめざしていきます。

♥愛称の意味♥
子どもを授かった時には、まわりの人たちと心と

心のつながりを大切にしてほしい。そして、何か困っ
た時には、すぐに子育て世代包括支援センターへ電
話をかけられるように、電話番号が覚えやすい愛称
にしました。 愛称表彰式の様子


